




<研究目的>

  健全なる親子関係を維持するために、今までの面会(S49 年報告)を外出.外

泊へと拡大利用することにより、親の責任上で主体制がもたれ、子どもの遭偶

するいろいろなる機会がプラニングされ交流が強化され、親として子どもの心

身の発達が正しく理解し、役割をみいだすと共に人間性を尊重重視されるので

はないかと実施してみた。


